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１ 平成２１年度補助金の検証結果について 
 

先日企画財政部より「２１年度補助金の検証結果について」と言う報告書を

いただきました。それによりますとこれは平成１６年度に実施した全庁的な「補

助金の見直し」後５年が経過しており、補助金の交付基準の透明性を確保する

ための統一的な基準に基づく定期的な検証として実施したものと言う説明です。 

検証の基準として、①官民の役割分担又は責任の責任範囲が明確にされてい

るか。②行政目的を達成するうえで、効率的・効果的な手段となっているか。

③受益者負担や融資貸付など他の代替的措置が可能かどうか。④社会情勢の変

化等の理由により見直しの必要性はないのか。の４つの項目を設け、さらに補

助金の積算根拠や繰越金の有無、他都市との比較などを留意点として、担当部

署での事務事業評価を基に、倉敷市補助金検討委員会設置基準に定められた専

門委員会、検討委員会において、すべての補助金の検証を実施いたしました。

とあります。 

そこでお尋ねいたします。ここで言われている、専門委員会・補助金検討委

員会のメンバーとそれぞれの委員会の役割をお知らせください。それでは次に

報告書の２ページ「平成２１年度 補助金の検証において廃止、縮小、終了と

した補助金の内訳」に入ります、その中に同和対策事業補助金は縮小で２１年

度１３，０４６千円これを４０００千円縮小とあります。 

報告書によりますと、担当部署つまり市民局人権推進室で補助金の積算根拠

や、繰越金の有無、他都市との比較を基に専門委員会、検討委員会において補

助金の検証をしたとのことですが、担当課及び検討委員会ではどういう検証を

したのでしょうか。 

私の調査によりますと同和対策事業補助金は、交付先は各団体と書いていま

すが、実際には、一団体（仮に A 団体と呼びましょう）のみです。つまり市の

同和対策事業補助金は、そのままそっくり A 団体への補助金ということになり

ます。それを検証結果内容では「同和問題の解決に取り組むための各団体に対

する助成」と説明しています。財政課が敢えてこう記載したのか、認識不足な
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のか深く追求しませんが、事実に反する記載は今後改めていただきたい。 

次に同和対策事業補助金（先ほども述べたとおり実際には A 団体への補助金）

の２００８年度決算を見ますと １、同和行政推進事業として①要請行動費 

②行政交渉 ③行政懇談会とありますがこれはどんなものなのですか。また 

２、啓発・同和教育推進事業の人権啓発パネル政策事業費３,７００,０００円の

内訳は何でしょうか。また ３、人権啓発問題調査研究事業の人権教育部落史

研究事業２,９８６,０３８円の内訳は何かお尋ねします。 

次にこの補助金の今後の方針についてお尋ねいたします。 

同和団体への補助金は岡山県はすでに廃止しており、岡山市も平成２０年度

で打ち切っています。今後同和対策は、同和対策事業即特定団体への助成と言

う形でなく倉敷市第５次総合計画にもはっきり謳われているように「人権を尊

重する社会の形成」と言う政策の中で、つまり、一般行政の中で行ってゆく、

これが、平成７年制定の「人権尊重都市」宣言の趣旨に沿うものであります。

以上の立場から私は、補助金検討委員会では補助金額の縮小と言う提案ですが、

私は廃止を提案するものですがこれについての市長の見解をうかがいたい。 

 

２ 平和行政について 
 

その第１点は、戦争遺跡の保存の問題です。遺跡マップ作りや看板設置など

が行われその点では前進しましたが、そこからつまり戦争遺跡の保存が進んで

いません。 

最近の担当課は、戦争遺跡保存の意義が分っていないと思います。私は去る

１１月２３日玉島乙島水溜にある砲台の跡へ行きました。この遺跡は直径９ｍ

高さが２.２ｍの凹地です。この円の側面に１２個の弾薬庫があります。今は遺

構はとても良好に保たれていますが、いずれ風化が進みます。今のうちに保存

するにはどうするのか考えて、てだてをとらなくてはなりません。今後市内の

戦争遺跡の保存は、どのようにしていくのか、お尋ねいたします。 

さて毎年夏は、平和の鐘の打鐘、平和のバス、長崎平和大使と平和行事が目

白押しです。平和行事に関して、市にいろいろ問い合わせをしようにも、どこ

へ電話をすればいいか分らないといわれます。なるほど庁舎内電話案内簿には、
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平和係とか平和担当とか平和を関する名称がありません。所管する総務課に担

当窓口を明示することは、できないものでしょうか。これは来年度への要望と

いたします。 

また私は、長崎平和大使のフォローアップ研修を参観させていただきました。

その中で平和大使の皆さんが、4 つの班に分かれて「私たち・僕たちの平和宣言」

を作り、その発表をしている場面にとても感動しました。作られた宣言文の中

に「戦争や核兵器のない世界を」と言う言葉がどの班からも出されていました。 

省みてわが市の平和宣言ですが、子どもたちの思いにもかなうよう、そして

世界の流れにも呼応し「核廃絶」の言葉を入れたらと願うものですがいかがで

しょうか。 

 

３ 玉島ワークプラザについて 
 

本年 6 月玉島支所 4 階に「ワークプラザたましま」がオープンしました。現

在利用者は、月に２０００人です。職員 5 人求人検索用パソコン 8 台も含める

と、とても手狭です。そこで提案ですが、旧ハローワークの跡が空いています。

あそこは土地は倉敷市のものです。国に壊すのをまってもらい、市が借りては

どうかと言うことです。そうすれば今一番求められている「おかやまキャリア

アップハローワーク」のようなマンツウマンの就労支援業務が出来ます。いか

がでしょう、見解を伺います。 

 

４ 倉敷ブランドについて 
 

倉敷ブランドは、当時私が経済委員会にいたとき、立ち上げられました。そ

ういう意味では私なりの思い入れがあります。それをいとも簡単に中止とは残

念です。中止にいたった経過、そしてその総括、今後どうするのか伺いたい。

中止とはあまりにも無策すぎます。私は際限なく間口を広げるのではなく、例

えば船穂のマスカット、真備のたけのこ、玉島の白桃、連島のレンコンのよう

に一次産品に限定したらどうかという問題意識を持つものですが、いかがでし

ょうか。 
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５ 環境行政について 
 

①ガス化溶融炉水島エコワークス 

ガス化溶融炉水島エコワークスに関わってお尋ねします。 

皆様もご承知のように倉敷市とエコワークスはその契約の中で平成 17 から

36 年まで 20 年間日量３００トンのゴミの焼却を委託し、その委託費として年

間２０億円を払うという契約を結びました。そこで質問ですが、ごみ減量化が

進み日量３００トンのごみを倉敷市が提供できなくなったとき、どうなるので

すか。契約時の官民リスク分担表によるとその責任は官つまり倉敷市が負うと

ありますが、具体的にどんなリスクを負うのですか。委託費に跳ね返ってくる

ということですか。ここのところを明快にお答えください。倉敷市としても契

約通りの３００トンを提供しなければならないわけですから、これはごみ減量

の立場ではないことは明らかです。かってわが党の小山博通前議員がガス化溶

融炉について、「現代用語の基礎知識」の記述を紹介しています。『ゴミの焼却

に伴うダイオキシンの発生や焼却灰の問題から、次世代の焼却炉として注目さ

れている。ゴミを蒸し焼きにして、ガス化しこのガスを燃やすことにより、１

０００～１３００度と言う高温で燃焼してゴミを溶融する形式の焼却炉。高温

燃焼でダイオキシンの発生を防ぎ、重金属などの有害成分もガス化してしまう

などのメリットがあるといわれる。しかしこの炉は、すべてのゴミを一緒に燃

やしてしまうため、せっかく育ちかけた分別や減量化というゴミへの関心を摘

んでしまう。また、建設費が高いこと、運転が難しいこと、技術的にはまだ未

知の部分があることなどから、ゴミ処理の原発とも言われている。画期的な焼

却技術ではあるものの、リサイクル・リユースを重視する資源循環社会に逆行

することにならないだろうか』このように指摘しています。このことを市長は

どう受け止められますか。お答えください。 

水島エコワークスには、SPC 設立時倉敷市は岡山県の倍４・6 億円出資して

います。株主です。そして先ほども言いましたように年間 20 億円の委託料を支

払っています。それに対しエコワークスは、市との取り決めにより①日報②月

報③運営管理・環境計測実施結果④溶融スラグ試験結果⑤副生生物有効利用状
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況⑥財務諸表などを市へ提出しているはずですが、私たち議会へは何も報告が

ありません。今後はこれらの報告を議会へ提出されるよう求めます。 

②玉島E地区に山積みされている 4 万トンの焼却灰 

環境問題の 2 点目は、玉島 E 地区に山積みされている 4 万トンの焼却灰につ

いてです。このことは過去何回も質問してきました。いつも同じ答弁です。あ

の下水道用地の使用は、会計検査院から目的外使用と指摘されて何年になりま

すか。「あの焼却灰もガス化溶融炉で処理します」こういって宣伝して来て置い

てぜんぜん手もついていません。これは市民や我々議会に対しても約束違反で

す。今後どうするのですか。 

③ＣＯ２の削減計画 

環境問題の 3 点目は、CO２の削減計画についてです。この問題も今まで議会

で度々取り上げられてきました。ゴーヤや芝生を植えることもいいことですが、

基本的なことは、企業の排出量を削減することです。今までどのように企業に

働きかけてきたのかお尋ねします。鳩山首相が発表した２５％削減を実現する

ためにもコンビナートを抱える倉敷市の果たさなければならない役割は重大で

す。そこで尋ねますが今後どのような方針で臨むのですかお尋ねいたします。 
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